
　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上

旬
、
国
内
の
一
部
地
域
で
水

不
足
の
問
題
が
浮
上
し
、
多

く
の
人
々
の
関
心
を
集
め

た
。
水
資
源
の
逼
迫
（
ひ
っ

ぱ
く
）
は
地
球
規
模
で
進
行

す
る
気
候
変
動
に
加
え
、
都

市
部
へ
の
人
口
集
中
、
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
複
数
の

要
因
が
絡
み
合
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
欧
州
で
は
、
ス
ペ
イ

ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
多
く
の
地
域
で
発
生

し
て
い
る
深
刻
な
水
不
足
が

長
年
の
社
会
課
題
と
し
て
認

識
さ
れ
て
お
り
、
農
業
・
工

業
・
生
活
用
水
の
全
て
に
お

い
て
、
持
続
可
能
な
水
資
源

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

欧
州
委
員
会
は
こ
う
し
た
状

況
に
対
応
す
る
た
め
、
水
の

再
利
用
や
処
理
技
術
の
導
入

を
促
進
す
る
提
言
書
を
発

表
。
政
策
的
に
も
水
資
源
の

保
全
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な

っ
て
い
る
。
国
内
で
も
専
門

家
か
ら
、
局
地
的
な
渇
水
や

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
（
ぜ

い
じ
ゃ
く
）
性
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
気
候
変
動

が
進
む
と
、
安
定
し
た
水
供

給
が
困
難
に
な
る
地
域
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
。
限
ら

れ
た
水
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
循
環
さ
せ
る
と
い
う
視

点
は
、
今
後
の
社
会
や
産
業

に
と
っ
て
不
可
欠
な
課
題
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

ガ
ラ
ス
業
界
で
は
大
量
の

水
を
使
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
が

多
く
、
洗
浄
、
冷
却
、
研
磨

な
ど
の
工
程
で
水
は
欠
か
せ

な
い
。
一
方
、
「
今
後
の
水

資
源
の
逼
迫
状
況
に
よ
っ
て

は
、
産
業
用
途
で
の
水
使
用

に
制
限
が
課
さ
れ
る
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
」
と
同
社

は
考
え
、
水
処
理
シ
ス
テ
ム

の
重
要
性
を
広
く
社
会
に
伝

え
る
べ
く
、
技
術
の
普
及
と

理
解
の
促
進
に
努
め
る
。

　

Ｔ
Ｇ
Ｍ
（
東
京
都
千
代
田
区
、
弘
中
崇
社
長
、
０
３
・
６
２
６
１
・
１
２
６
０
）
は
、
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ィ
ル
ト
ラ

グ
ラ
ス
社
の
水
処
理
装
置
を
販
売
し
て
い
る
。
水
処
理
装
置
の
導
入
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
水
の
再
利
用
」
「
環
境

負
荷
の
低
減
」
と
い
っ
た
社
会
的
価
値
は
今
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
製
品
を
選
ぶ
際
に
は
、
機
能

性
だ
け
で
な
く
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
選
択
肢
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
同
社
は
「
水
処
理
技
術
は

工
場
や
施
設
の
運
用
効
率
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
や
地
球
環
境
に
対
す
る
責
任
あ
る
姿
勢
を
示
す
も
の

と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
認
識
の
下
、
技
術
の
普
及
を
通
じ
て
、
限
ら

れ
た
水
資
源
を
生
か
す
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。
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